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上
山
吉
楽
正
司
さ
ん

　
昭
和
十
五
年
三
月
田
沢
村
小
学
校
卒

業
と
同
時
に
、
い
ら
な
い
「
お
じ
」
と

し
て
生
ま
れ
た
ば
か
り
に
名
古
屋
の
軍

需
工
場
に
行
か
さ
れ
ま
し
た
。
雪
の
多

か
っ
た
年
で
三
月
末
だ
と
い
う
の
に
飯

山
線
が
不
通
に
な
り
十
日
町
駅
ま
で
父

に
送
ら
れ
な
が
ら
歩
き
、
名
古
屋
へ
向

か
い
ま
し
た
。
七
十
人
の
同
期
生
の
中
、

私
の
六
年
間
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
勝
っ
た
勝
っ
た
の
戦
争
中
で
し
た
が
、

や
が
て
小
学
校
が
国
民
学
校
と
改
名
さ

れ
国
一
丸
と
な
っ
て
世
界
を
相
手
取
り

戦
う
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
写

真
は
、
仲
間
同
士
で
作
っ
た
バ
ン
ド
で

国
民
学
校
の
生
徒
を
慰
問
し
た
と
き
の

一
枚
で
す
。
前
列
右
か
ら
二
番
目
が
私

で
す
。
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■妊婦検診

　11月22日／13＝30～14100／上村病院

■母親学級

11月22日／12：45乍13：00／上村病院／家族計画

■3歳児検診　S60．8．1～60．11．30生

12月9日／13：00～14：00／保健センター

■糖尿病教室

　11月24日／対象者に通知

0酒害相談
12月6日／13：30～／老人福祉センター

歩
』

■インフルエンザ未接種者

　〔第1回目〕11月11日／14：00～15：00／保健センター

　〔第2回目〕11月25日／14：00～15：00／保健センター

0食事調査

11月29日～12月2日／倉俣地区／対象30件

12月5日～12月8日／干溝地区／対象30件

11㈹
陶芸教室（総合センター19：30～21＝30）

インフルエンザ（右参照）心配ごと相談日（老人福祉セ
ンター13：00～16：00　相談員樋口永蔵）

㊥（日）
休日救急医（津南病院065－3161）
村民パスケットポール大会（中里中学校体育館8：30～）

14（月）
老人クラブ芸能大会（総合センター9：30～15：00）

15（殉
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

17休）
年賀状の木版画教室（11／24、12／1総合センター
19：30～）

18㈹
心配こoと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　藤田義一）

⑳（日〉
休日救急医（大坪医院魯57－6100）

21（月）
16ミリ発声映写機操作認定講習会（11月21日～11月24日

P11参照）

22（殉
妊娼検診、母親学級（右参照）

⑳㈱
勤労感謝の日
休日救急医（富田医院852－3269）

24休）
糖尿病教室（右参照）

年末調整脱明会（P10参照）

25㈹
陶芸教窒（総合センター19：30～21：30）インフルエンザ（右参照〉

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談員江口行

男、山田正平）高齢者購座（老人福祉センター10：00～総合センター13：00～）

⑳（日）
休日救急医（中条病院費57－3018）

29（殉
食事調査（11／29～12／2右参照）

％㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）

⑬（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

5（月）
交遍事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）
食事調査（12／5～12／8右参照〉

6（火）
木版酉教室（総合センター19：30～21：30）

酒書相談（右参照）

7㈱
認可保青所入所脱明会（P11参照）

9㈹
心配こoと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　根津敬）
3歳児検診（右参照）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
倉
俣
大
橋
が
完
成
し
、
三
世

代
夫
婦
を
先
頭
に
渡
り
初
め
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

／
一．

編
集
後
記

娠
、
予

曹

葎
■

11月11日～12月10日

▼
「
今
日
は
さ
び
の
ー
」
「
た
け

1
山
は
雪
が
降
っ
た
と
」
こ
ん

な
会
話
が
飛
ぴ
交
う
季
節
に
な

り
、
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
冬
将
軍
は

や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
大
雪
に
な
り
そ
う
な

気
配
で
す
が
、
果
し
て
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
　
（
こ
の
広

報
が
届
く
こ
ろ
は
、
家
の
周
り

が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
）

▼
十
月
三
十
日
の
日
曜
日
に
は
、

村
の
芸
能
祭
、
芸
術
祭
、
地
場

産
業
フ
ェ
ア
や
学
校
の
文
化
祭
、

農
協
の
即
売
会
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
催
し
が
あ
り
ま
七
た
。
あ
い

に
く
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
勢
の
村
民
の
み
な
さ
ん

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

毎月10日発行莚

　瓢998一

報

《No．388》

、

幽甕量搬醜

広
」
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倉
俣
地
区

　
清
津
川
で
分
断
さ
れ
村
中
心
地
へ
行
く
に
は
、
津
南
町

駒
返
り
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
倉
俣
地
区
に
、

長
年
の
念
願
だ
つ
た
芋
川
と
桔
梗
原
を
結
ぶ
「
倉
俣
大
橋
』

が
完
成
し
、
十
一
月
八
日
午
前
、
盛
大
に
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
倉
俣
大
橋
の
概
要
や
住
民
の
喜
び

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

三
世
代
夫
婦
先
頭
に

　
　
　
　
　
渡
り
初
め

　
開
通
式
に
は
、
国
会
議
貝
を

は
じ
め
工
事
関
係
者
、
地
元
民

な
ど
百
六
十
人
が
出
席
。
芋
川

側
で
上
村
村
長
ら
八
人
が
、
紅

白
の
テ
：
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
中
里
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
で
、
高
道
山
の
渡

部
分
で
す
。
国
道
一
一
七
号
線

と
並
行
し
、
国
道
二
五
三
号
線

（
十
日
町
市
池
之
平
）
ー
国
道

三
五
三
号
線
～
津
南
町
赤
沢
を

結
ぷ
総
延
長
二
十
六
・
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
五
十
八
年

辺
孫
正
・
サ
ダ
さ
ん
夫
婦
、
通

り
山
の
上
原
有
之
・
ヨ
シ
さ
ん

夫
婦
、
清
田
山
の
山
田
虎
三
郎
・

マ
ツ
エ
さ
ん
夫
婦
と
山
田
久
男
・

フ
ジ
さ
ん
夫
婦
の
倉
俣
、
田
沢

両
地
区
四
組
の
三
世
代
夫
婦
を

先
頭
に
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、

皆
さ
ん
真
新
し
い
橋
を
一
歩
一

歩
踏
み
締
め
喜
ぴ
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
保
育
園
児

罎

夢
開
載

大

橋
特
射

度
に
中
里
村
と
津
南
町
で
そ
れ

ぞ
れ
着
手
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
国
道
三
五
三
号
線
と

県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場

線
が
こ
の
橋
に
よ
っ
て
直
結
さ

れ
ま
し
た
。
村
内
の
今
後
の
計

ぺ！》一広騨㌧o
　　l　　　　　　　　！　　㌔ン
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煽
褻

や
小
学
生
な
ど
倉
俣
地
区
の
皆

さ
ん
が
多
数
駆
け
付
け
、
盛
ん

に
手
旗
を
振
っ
た
り
、
拍
手
を

送
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

全
長
ニ
ニ
五
m
で

　
　
村
内
二
番
目
の
大
橋

　
完
成
し
た
倉
俣
大
橋
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
に
着
工
さ
れ
全

長
二
百
二
十
五
・
三
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
八
メ
ー
ト
ル
（
車
道
六
・

五
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
一
・
五
メ

ー
ト
ル
）
で
総
工
費
四
億
六
千

三
百
万
円
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
の
特
徴
は
、
桔
梗
原

側
が
高
く
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
傾

斜
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
冬

期
間
の
通
行
を
容
易
に
す
る
た

め
車
道
、
歩
道
そ
れ
ぞ
れ
に
消

雪
パ
イ
プ
が
布
設
さ
れ
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
両
岸
の
親
柱
に
は
当

村
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
高
道
山
の
森
上
遺
跡
で
出

　
　
　
　
　
え
ん

土
さ
れ
た
火
焔
式
土
器
と
干
溝

に
あ
る
道
祖
神
の
レ
プ
リ
カ
が

そ
れ
ぞ
れ
据
え
付
け
ら
れ
ま
し

た
。十

日
町
・
津
南
結
ぶ

　
広
域
農
道
の
重
要
橋

　
倉
俣
大
橋
は
、
新
潟
県
が
進

め
て
い
る
十
日
町
市
、
中
里
村
、

津
南
町
の
農
産
物
を
関
東
や
県

央
方
面
に
運
ぷ
物
流
ル
ー
ト
と

な
る
広
域
営
農
団
地
農
道
の
一

画
は
、
倉
俣
・
原
町
間
千
四
百

メ
ー
ト
ル
が
来
年
度
着
工
し
、

国
道
三
五
三
号
線
か
ら
十
日
町

側
も
来
年
度
十
日
町
市
珠
川
よ

り
当
村
に
向
か
っ
て
着
工
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

生
活
道
路
と
し
て

　
　
　
　
　
期
待
大
き
い

　
当
村
と
し
て
は
、
国
営
苗
場

山
麓
総
合
農
地
開
発
に
よ
り
生

産
さ
れ
た
生
鮮
野
菜
や
魚
沼
米

を
代
表
す
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど

の
流
通
、
輸
送
力
ア
ッ
プ
に
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
幹
線
農
道

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
倉
俣

地
区
の
皆
さ
ん
の
生
活
関
連
で

の
交
通
や
通
勤
・
通
学
な
ど
の

利
便
性
、
観
光
や
リ
ゾ
ー
ト
整

備
構
想
な
ど
、
今
後
地
域
に
お

よ
ぼ
す
影
響
は
図
り
し
れ
な
い

も
の
と
な
り
ま
す
。

難、

昭和40年代前半まで利用された「ボヨ橋」
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“ボヨ橋”の

　　思い出
、
年

鈴木静子さん
　（芋川）

，
婁

　
わ
た
し
が
結
婚
し
た
こ
ろ
は
、

ま
だ
冬
に
な
る
と
芋
川
か
ら
芋
川

新
田
の
川
原
に
「
ホ
ヨ
橋
」
が
架

か
り
、
山
崎
へ
出
る
に
は
そ
の
橋

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
手
す
り
も
な
く
足
元
が
抜

け
そ
う
な
お
っ
か
な
い
橋
で
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
思
え
ば
大

橋
が
架
か
る
こ
と
な
ど
と
て
も
考

え
ら
れ
な
く
、
時
代
の
変
化
の
お

か
げ
と
思
い
な
が
ら
喜
ん
で
い
ま

す
。

山崎交差点の

　渋滞緩和に期待

岡村正郎さん
　　（新里）

、
鑑

　
今
ま
で
、
清
津
川
の
両
岸
を
結

ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
は
、
清
津
橋

だ
け
で
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
に

台
風
の
影
響
で
、
こ
の
橋
が
陥
没

し
た
時
は
￥
通
勤
に
時
間
が
か
か

り
大
変
不
便
で
し
た
。

　
ま
た
、
旧
盆
に
な
る
と
帰
省
客

や
行
楽
客
の
マ
イ
カ
ー
が
山
崎
の

交
差
点
を
堺
に
大
渋
滞
し
ま
す
。

　
倉
俣
大
橋
の
完
成
は
、
こ
う
し

た
渋
滞
も
緩
和
で
き
る
だ
ろ
う
と

期
待
し
て
い
る
一
人
で
す
。

田沢が
　近くなった！

木　均くん
（重地）

　鈴
賑

　
倉
俣
大
橋
が
で
き
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

　
こ
の
倉
俣
大
橋
が
で
き
れ
ば
田

沢
や
高
道
山
に
行
く
の
が
近
く
な

り
ま
す
。
来
年
に
な
れ
ば
ぽ
く
も

中
学
生
に
な
る
の
で
、
中
学
校
へ

の
行
き
帰
り
が
早
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
友
達
の
家
に
遊
び
に
行

く
時
も
と
て
も
役
に
立
っ
て
く
れ

る
で
し
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
倉
俣
大
橋
を
よ

く
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
橋
　
集

　
　
大
　
特

俣
　
通

倉
　
開

や
っ
セ
で
き
た
て

●
　
●

●
●

●
　
●
●
●

よ
か
っ
た
の

親柱に据えつけられた

火焔土器しbと道祖神qn

　蒙
露濯

地域発展の
　　　かけ橋

配
髪
、
鰐

「廷樋ロ政一さん
　（桔梗原）

　
広
域
農
道
の
大
違
業
の
一
つ
で

あ
る
倉
俣
大
橋
の
完
成
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
に
着
工
し
て
以
来

開
通
の
日
を
心
持
ち
に
し
て
い
た

｝
人
で
す
。
芋
川
と
桔
梗
原
を
結

ぶ
橋
が
架
か
る
と
い
う
大
挙
は
、

大
正
生
ま
れ
の
わ
た
し
に
と
っ
て

予
想
外
の
こ
と
で
あ
り
喜
び
で
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
橋
が
地
域
の

発
展
の
か
け
橋
と
な
り
活
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

倉俣地域の

　長年の夢だった

大島清作さん
　（倉俣）

　
倉
俣
地
域
の
長
年
の
夢
で
し
た

倉
俣
大
橋
が
完
成
し
、
津
南
町
を

通
ら
ず
に
田
沢
万
面
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
倉
俣
か
ら
原

町
に
か
け
て
の
坂
の
工
事
が
始
ま

り
ま
す
が
、
完
成
す
る
と
関
東
か

ら
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
津
南
に
行
く
最

短
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

う
ま
く
利
用
し
途
中
に
農
産
物
の

販
売
所
な
ど
を
設
け
て
、
村
を
P

R
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

通学時間が

　短縮されうれしい

雛
山田嘉代子さん
　　（田代）

　
倉
俣
大
橋
が
で
き
￥
学
校
に
行

く
時
な
ど
が
近
く
な
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
特
に
日
曜
日
な

ど
の
部
活
動
で
歩
い
て
帰
る
時
な

ど
は
、
今
ま
で
二
時
間
近
く
か
か

り
ま
し
た
が
、
今
度
は
家
に
近
く

な
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

　
で
も
、
せ
っ
か
く
便
利
に
な
っ

た
ん
だ
か
ら
、
で
き
れ
ば
冬
、
寄

宿
舎
に
入
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

ゴールめざしてガンバレ！

　　　畿D

　
体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
中

里
中
学
校
を
会
場
に
村
民
健
康

ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中里路を駆けめぐる
　　郡市中学校クロスカントリー大

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
第

六
回
新
潟
県
郡
市
対
抗
女
子
駅

伝
大
会
に
中
魚
沼
チ
！
ム
の
選

手
と
し
て
出
場
し
活
躍
し
た
樋

口
あ
け
み
さ
ん
（
中
里
中
三
年
）
、

竹
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
（
中
里
中
一

年
）
を
は
じ
め
、
二
百
三
十
四

人
が
参
加
。

　
ニ
キ
ρ
、
三
キ
ロ
、
四
キ
ロ

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
稲
荷
街
道

を
走
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
優
勝
者
の
み
）

〈
小
学
生
男
子
〉

六五四三二一
年年年年年年

樋
口
卓
児
（
田
沢
小
）

藤
ノ
木
隆
太
（
清
津
峡
小
）

石
沢
潤
平
（
田
沢
小
）

井
口
英
詞
（
田
沢
小
）

鈴
木
慶
文
（
清
津
峡
小
）

鈴
木
隆
司
（
倉
俣
小
）

〈
小
学
生
女
子
〉

一
年
　
服
部
江
梨
子
（
田
沢
小
）

二
年
　
田
村
由
紀
子
（
田
沢
小
）

三
年
　
鈴
木
幸
子
（
清
津
峡
小
）

四
年
　
石
沢
久
美
子
（
田
沢
小
）

五
年
　
山
本
か
お
る
（
清
津
峡
小
）

六
年
　
鈴
木
小
百
合
（
清
津
峡
小
）

〈
中
学
生
〉

男
子
　
斎
喜
　
直
（
中
里
中
）

女
子
　
樋
口
あ
け
み
（
中
里
中
）

〈
一
般
男
子
〉

16

～
3
0
歳
　
桑
原
公
司
（
倉
俣
）

31

歳
以
上
　
大
平
義
弘
（
荒
屋
）

〈
一
般
女
子
〉

26

～
34
歳
　
鈴
木
裕
子
（
重
地
）

35
歳
以
上
　
渡
辺
陽
子
（
高
道
山
）

　
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
少
年
野

球
大
会
が
田
沢
地
区
体
育
館
、

田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ

蝶辮蟹譲轟欝灘i灘灘灘藻騨一懇灘灘灘羅繰難職

　第20回十日町市・中魚沼郡中学

校クロスカントリー大会が、中里

中学校を会場に開かれ、郡市内10

校の代表選手が集まりゴール目指

し中里路を駆けめぐりました。結

果は次のとおりです。

〈男子リレー5．5km×6〉優勝中

里（斎喜直、富井徹、富井貴浩、

山田和志、服部清高、服部公彦）

2位、十目町A、3位、水沢A

〈女子リレー3．5㎞×4〉優勝下

条、2位、中里（竹藤さゆり、樋ロ

あけみ、井ロ寿恵、山田祐子）3

位、南

〈個人1年女子3．5㎞〉

1位．佐藤恵利子　3位、高橋寛子

中
里
中
強
し
！
男
子
優
勝
、
女
子
二
位

開
催
さ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
十
チ
ー
ム
、
野
球
五

チ
ー
ム
で
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

優
勝
　
貝
野
チ
ー
ム

ニ
位
　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

三
位
　
農
協
チ
ー
ム

【
少
年
野
球
大
会
】

優
勝
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

ニ
位
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ

　
　
　
タ
ー
ズ

三
位
　
貝
野
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ー
グ

ル
ス
清
津
峡
小
学
校

ナイスブロック？

　
都
会
の
人
た
ち
か
ら
　
お
、
幽

く
ろ
の
味
に
挑
戦
し
て
も
ら
お

　
　
　
十
月
三
十
日
清
田
山
自

然
運
動
公
園
で
野
沢
菜
漬
け
体

験
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
一
番
の
冷
え
込
み
で

時
折
ミ
ゾ
レ
が
混
じ
る
あ
い
に

く
の
天
候
の
中
、
二
十
六
人
が

野
沢
菜
漬
け
に
初
挑
戦
。
参
加

者
た
ち
は
「
ビ
ー
ル
ま
で
入
れ

る
の
」
「
漬
か
る
の
が
楽
し
み
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
大
き
な
た
る
に
一
株
一
株
漬

け
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
　
モ
チ
つ
き
を
や

　
　
昼
に
は
清
田
山
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
丹
精
し
て
作
っ
た
け

ん
ち
ん
汁
に
舌
鼓
を
う
っ
て
い

ま
し
た
。

昭和63年11月10日広級も∂かマ邑5



1
篭
、
、

それはあなたのものひ

　
「
健
康
は
文
化
」
を
テ
ー
マ

に
去
る
十
月
二
十
三
日
、
第
十

一
回
中
里
村
健
康
づ
く
り
大
会

が
総
合
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
虫
歯

の
な
い
子
・
健
康
家
庭
・
献
血

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
、
西
脇
理
作
氏
（
小
千

谷
市
社
会
体
育
課
長
）
を
講
師

　
　
　
じ
ロ
よ
う

に
迎
え
、
自
彊
術
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
自
彊
術
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
が
で
き
る
以
前
に
考
え

　
　
　
　
　
　
か
お

だ
さ
れ
た
体
操
で
、
要
の
体
操
、

組
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た
誰
に

で
も
で
き
る
体
操
で
す
。
参
加

者
の
中
に
は
講
師
よ
り
も
体
の

柔
ら
か
い
人
が
い
て
、
講
師
を

驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
保
健
セ
ン
タ
！
で
は
、
さ
つ

ま
い
も
の
即
売
・
お
や
つ
の
試

食
・
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
保

健
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
は
、

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
小
学
生
や
婦
人
の
人
た
ち

が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
習

い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

芋川

宮中

男
男
富
富
金

尚喜　田中
縷
．
騰
、　・驚

51　市之越

31　田中

忍

麗

河

羅

井

溝
干
上

田朝
井保

雄
栄

満
寛
、

「
桂

醗
信

け
オ
う
ウ
を
康惣詔、
　途中、紅葉まっ盛りのブ

ナ林の合間から雄大な河岸

段丘や山々がのぞき歓声を

上げていました。

　また、鷹羽展望台では豚

汁がサービスされるなど、

みなさん晩秋の1日を楽し

く過ごしました。

な
歩
か
け
や
歩

わさ

　体育協会主催の第5回歩

け歩け健康ウォークが秋晴

れの中、当間山遊歩道をメ

ーンに行われました。

　参加した50人の人たちは

魚沼スカイラインの魚沼展

望台から鷹羽に至る当間山

遊歩道を通り保健’センター

までの11キロメートルを無

6

土
地
取
引
の
監
視
区
域
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
さ
れ
る
1

　
新
潟
県
に
お
い
て
は
、
総
合

保
養
地
域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト

法
）
に
基
づ
き
、
中
里
村
を
含

む
一
市
十
一
町
二
村
の
区
域
を

特
定
地
域
と
し
て
設
定
し
、
「
マ

イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
と

名
づ
け
基
本
構
想
の
承
認
申
請

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
で
は
、
整
備
法
の
中
で
土

地
の
投
機
的
取
引
及
ぴ
地
価
の

高
騰
が
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
国
土
利
用
計
画
法

に
定
め
る
監
視
区
域
の
指
定
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
法
に
基
づ
く
基

本
構
想
の
承
認
申
請
に
あ
た
っ

て
は
、
重
点
整
備
地
区
の
区
域

設
定
を
行
い
、
特
定
施
設
を
計

画
的
、
一
体
的
に
整
備
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
リ
ゾ
ー
ト
整

備
に
必
要
な
用
地
の
確
保
に
際

し
て
は
、
地
価
の
高
騰
を
招
か

な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
地
価
の
高

騰
を
抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を

未
然
に
防
ぎ
適
正
な
リ
ゾ
ー
ト

整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、

中
里
村
の
一
部
も
監
視
区
域
に

指
定
さ
れ
ま
す
。

　監視区域指定に伴う国土利用

計画法の届出事務説明会が開催

されますので、多数の参加をお

待ちしています。

8日時　11月15日（幻

　　　　　　　午後3時よケ）

●場所　中里村総合センター

　　　　　　　　　大集会室

【
土
地
携
誹
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

田中
井ノ川三之助さ

指定区域は

　
特
定
区
域
の
う
ち
、
重
点
整
備
地
区
と
し
て

区
域
設
定
さ
れ
る
地
域
で
、
国
有
林
野
を
除
い

た
地
域
を
大
字
又
は
小
字
単
位
で
指
定
さ
れ
ま

す
。　
中
里
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
点
整
備
地
区

の
白
羽
毛
、
市
之
越
、
鷹
羽
、
豊
里
、
東
田
沢

の
集
落
の
一
部
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

指定期間は

　
基
本
構
想
の
承
認
時
期
を
考
慮
し
て
、
昭
和

六
十
三
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
昭
和
六
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

土地取引届出事務

　　説明会の開催

届出必要な面積

　
井
ノ
川
さ
ん
は
、
昭
和
三
十

年
よ
り
三
十
一
年
間
桔
梗
原
土

地
改
良
区
の
理
事
と
し
て
活
躍
。

（
う
ち
十
五
年
間
理
事
長
に
就

任
）
県
営
事
業
の
幹
線
ず
い
道

工
事
な
ど
を
手
掛
け
、
昭
和
六

十
一
年
の
清
津
川
土
地
改
良
区

と
の
統
合
整
理
に
尽
力
さ
れ
県

知
事
よ
り
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
障
鰭
無
謬
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
政

　
　
　
　
　
　
轡
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
藤

　
中
学
三
年
の
時
、
父
を
亡
く

し
、
卒
業
と
同
時
に
右
足
の
不

自
由
な
体
で
開
拓
事
業
に
専
念
。

　
障
害
を
克
服
し
現
在
、
水
田

二
・
六
㎞
、
畑
二
・
二
㎏
を
耕

作
す
る
傍
ら
八
頭
の
肥
育
牛
を

飼
育
す
る
専
業
農
家
で
、
県
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
よ
り
自

立
更
生
の
模
範
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
こ
れ
ら
の
監
視
区
域
で
は
、
二
千
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
二
反
歩
）
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
売
買
な
ど
取
引
を
す
る
場
合
、
事
前
に
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

老人福祉相談員決まる
　　　　白倉増之さん（山崎）
　　　　羽鳥龍之助さん（新屋敷）

　お年寄りのみなさん、老人福祉相談員が身上、

生活について必要な指導や助言をやってくれます。

お困りのことなどありましたら、気軽にご相談下

さい。

　なお、担当区域は次のとおりです。

一羽鳥（863－3670）・

貝野地区、芋沢、田沢

如来寺、東田沢、豊里

桂、小原、干溝、

田中、上山

白倉（台63－2466）

倉俣地区、高道山地区

清津峡地区、山崎、

荒屋、通り山、

桔梗原、芋川新田

昭和63年11月10日広報かかマご7



旅
③

　
ん
　
さ郎

　
次幸

崎
原
山
上

301ヨにシルクロードの最遠地で最も

歴史の古い都市、入口270万人のカシュ

ガルに向う。ここでも4日間キャンブ

生活が続く。辺りは砂漠で気象条件は

厳しく、特に朝夕の温度差は激しい。

6月／日は最高気温が53度に達した。

この日我々は、幼稚園を訪問。かわ

いい園児たちが、素晴しい舞踊を披露

し歓迎してくれた。4日には520㎞の道

のりを11時間かけバスでアクスに移っ
　　　　　　もうろうあた。ホテルでウルムチ盲聾唖学校にい

た婦人教師と偶然出会い話しをする。

中国全国の身障者は500万人でその

うち約／％が聴覚障害者とのこと。4

日ぶりに入浴。前日までのキヤンフ場

には風呂がなかったので体中が砂ぽこ

りでひどく汚れていた。浴槽の中でふ

と日本のことを思い出す……。

舞踊を披露してくれた幼稚園児たち

看板の周りにも、ゴミがいっぱい

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
相
互
の
交
流
を
深
め
て
い

く
の
が
ね
ら
い
で
今
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。
今
回
は
、
瀬
戸
漢
谷
か
ら
清

津
峡
温
泉
ま
で
の
五
キ
ロ
を
二
十
人
で
、

沿
道
に
心
な
い
人
が
捨
て
て
行
っ
た
ア

キ
缶
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
一
斉
清
掃
の
日
の
十
月

十
六
日
に
は
、
村
内
各
集
落
で
そ
れ
ぞ

れ
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
尤
。

　
去
る
十
月
十
日
、
十
日
町
市
で
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
）
が
開
催

さ
れ
、
今
年
七
月
結
成
し
た
ば
か
り
の

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

田
沢
F
C
も
出
場
。
見
事
第
二
位
と
い

う
輝
し
い
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
郡
市
内
か
ら
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
雨
の
中
ゴ
ー
ル
目
指
し
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
は
中
条
F

C
、
三
位
十
日
町
小
学
校
で
し
た
。

大健闘／新生の
サッカースボーツ少年団が準優勝

秋の小松原は最高です。来年はぜひあなたも

観
光
地
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
商
工
会
が
清
掃

　
”
村
内
の
観
光
地
を
き
れ
い
に
し
よ

う
”
を
合
言
葉
に
十
月
六
日
、
村
商
工

会
の
青
年
部
と
婦
人
部
が
合
同
で
清
掃

晩
秋
の
小
松
原
湿
原
に

　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
の
音
色
響
く

この日が待ち遠しかった

和
や
か
に

　
　
ひ
と
り
暮
し
老
人
昼
食
会

　
十
月
二
十
七
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
今
年
二
回
目
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
昼
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
昼
食
会
は
、
毎
年
春
と
秋
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
ひ
と

り
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
二
十

五
人
が
集
ま
り
、
昼
食
を
共
に
し
な
が

ら
お
互
い
交
流
を
深
め
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
恒
例
に
な
っ
た
清
津
山
の
会
主
催
の

小
松
原
清
掃
ハ
イ
ク
が
秋
晴
れ
の
十
月

十
六
日
、
村
内
外
か
ら
六
十
五
人
が
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
小
松
原
林
道
の
湿
原
入
口
ま

で
車
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
ミ
ニ
尾
瀬
で

知
ら
れ
る
湿
原
ま
で
落
葉
が
始
ま
っ
た

木
々
と
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
雪
を
見

な
が
ら
二
時
間
か
け
歩
き
、
途
中
沿
道

の
ア
キ
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
の
試
み
で
如
来
寺
の
池
田
克

人
さ
ん
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
企
画
。
晩
秋
の
気
配
が
漂
う

大
自
然
の
中
、
参
加
者
た
ち
は
木
道
に

腰
を
お
ろ
し
、
次
々
に
演
奏
さ
れ
る
さ

わ
や
か
な
フ
ル
」
ト
の
音
色
に
酔
い
し

れ
て
い
ま
し
た
。

りり
　樋

口

和
弘
　
山

　
　
さ
ん
り

雪
子
　
通

　
　
　
（

きっかけは……り田沢の駅通りの喫茶店にお茶を

　　　飲みに行った時、その店でアルバイト

　　　をしていた彼女と知り合いました。
第一印象は……りもう9年も前のことでよく覚え

　　　ていません。ワブロック崩しのゲーム
　　　に熱中していてバカな奴と思いました。
エビ、ノードは……ワ毎日がエピソードみたいなも

　　　のですね。り去年群馬サファリワール

　　　ドヘ行った時、ライオンにタイヤをか

　　　じられてパンクしてしまったんです。

　　　あれはショックでした。
お互いへの要望は……り何かあればその場ですぐ

　　　言い合っているのでありません。
子育てのモットーは……O自律心のある子にと思

　　　っています。り女の子ですからやさし

　　　い子になってほしい。
村への要望は……り農家か勤めかどちらか一つで

　　　食べていけるように発展してもらいた

　　　いと思います。

東
京
都
品
川
区

　
品
川
区
は
東
京
の
南
部
に
あ

り
、
住
宅
の
間
に
小
さ
な
町
工

場
が
点
在
す
る
工
場
地
帯
で
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
は
、
二
階
の
窓

か
ら
東
京
湾
、
そ
し
て
行
き
交

う
船
な
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
埋
め
立
て
も
進
み
今

　　　　　　　　　　わたしの

　　　　　　　　轍

露敬子，ん（，、）③ど

で
は
工
場
や
倉
庫
な
ど
が
建
ち

並
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
と
い
っ
た
名
物
な
ど
も

な
く
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
東

京
の
町
並
み
と
い
っ
た
感
じ
で

す
。
た
だ
、
新
興
住
宅
地
で
は

な
い
の
で
、
昔
か
ら
住
ん
で
い

た
人
が
多
く
近
所
付
き
合
い
も

か
な
り
あ
り
、
下
町
風
情
の
あ

る
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
都
会
特
有
の
ゴ
ミ

ゴ
ミ
し
た
感
じ
は
あ
り
、
自
然

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
雪
が
積
も
れ
ば
車

は
お
ろ
か
電
車
さ
え
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
東
京
と
三
、
四

メ
ー
ト
ル
の
雪
の
中
で
も
生
活

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
土
地
に
稼
ぎ
、
毎
日
を
自

然
の
中
で
暮
ら
す
異
な
っ
た
二

つ
の
ふ
る
さ
と
を
持
て
る
こ
と

を
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

⑬
乞

　
　
鋒
介

　
　
報
堅

　
　
識

　
　
貝
南

理科の時間に、虫とりに行った

時のことをかきました。ぽくはカ

マキリの足をひっばってつかまえ

ました。絵をかいていると、カマ

キリがむかって来るような気がし

ました。

塾臨姦翻録繍⑬
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ぽく車が大好きなんだ。おもち

ゃの車に乗って部屋中かけ回って

いるよ。それから「お田さんと一

緒」に出てくるビッコロのぬい・ぐ

るみが大好きなんだ。寝る時はい

つも一緒だよ。お田さんは丈夫で

心の広い子になってほしいんだって。

’

1
＄
ミ



灘麟纏，蓬雛嚢・ ．

羅 難
織糠鞭　灘

欝

ぴ

鍵

　江ロ睦子さん
　　　　　　（上山・20歳）

・綿騨畷
　労働金庫十日町支店の窓ロ業

務をして今年で2年目です。趣

味はバスケットホール。体協の

女子チームで練習しています。

性格は怒られてもめげないので

人からは明るいと言われます。

フー番楽しいことは今年買った

ばかりの車でドライフすること

です。夢はいろいろな所を旅行

すること。ヨーロッバー周なん

かやってみたいです。理想の男

性は自分をどんどん引っばって

行ってくれる人。村への要望は

スボーツ、文化の施設を作って

ほしいと思います。

鼎Lナ
食
と
緑
の
博
覧
会

イ
ス
み
～
ど

　
甲
新
潟
89

　
　
，
■と　き

認可保育所入所説明会

　　のご案内
★日時　12月7日㈱　午後1時30分～

★場所　中里村総合センター

★入所資格

5歳児　S58．4．2～S59．4．1生まれ

4歳児　S59．4．2～S60．4．1生まれ

3歳児　S60．4．2～S61．4．1生まれ

未満児　S61．4．2～以降生まれ

保育所ぽ、保育に欠ける幼児の保育

を目的としていますので、次のような

入所基準があります。

1．母親が外で働いていて同居の親族

　が児童の保育ができないと認められ

　た場合。

2．母親が家庭内で働いていて、同居

　の親族が児童の保育ができないと認

　められた場合。

3．母親が死亡、行方不明等で母親の

　いない家庭であって、同居の親族が

　児童の保育をできない場合。

4．児童の家庭に長期にわたる疾病ま

　たは心身障害者がいて、母親が常に

看病に従事し、同居の親族が児童の

保育をできない場合。

16ミリ発声映写機操作

認定講習会のご案内

★日時

所
容
場
内
★
★

★講師

11月21日（月）～11月24日休）

午後6時30分～9時
総合センター

1日目…講義

2日目…実技練習

3日目…筆記テスト、実技テ

　　　スト
十日町市視聴覚ライブラリー

小林民弥　氏

★申し込み

　　　11月15日までに公民館へ。

オリジナル名刺を

　　　　　斡旋します

視〃
　　　中里リゾート開発（掬

　　　代東取鰍擁中里一郎
　　〒949一桝漸．葛県中●，召郡中！村Tl㌧1．〔〔口57）63－ln】

　昭和64年7月14日～9月3日（52日間）

■ところ

　新潟産業センター周辺地（新潟市鐘木）

　新潟県は、豊かな自然に恵まれた「緑

の国」、コシヒカリや日本海の幸に代

表される「食の国」です。この新潟を

舞台に「食と緑」をテーマに、、あるべ

き未来社会を見つめる一大イベントで

す。　、

　抽選により、グアム旅行ほか総額

1，000万円の賞品が当ります。

　　　〈前売＞　〈当日＞※11月25日ま

大人1，500円1，800円
高校生　1，000円　1，300円

小・中学生　500円　　800円

幼児200円300円

でに発売の

前売券は抽

選の機会が

2回ありま
す。

　広報なかさと7月号でお知らせしま

した、村のイメージマータ入りの名刺

の台紙（見本参照）をお分けします。

価格は1箱100枚入りで500円です。ご
希望の方は役場総務課へご連絡下さい。

　君63－3111（内線212）

中里村史通史編上巻の予備が

　　あります。ぜひ購入を〃

前売券は役場総務課にあります。

　村史編さん室では、資料編上・下巻

に次ぐ通史編上巻を発行し、みなさん

からご注文いただきましたが、まだ予

備があります。当村の動・植物を紹介

した自然編を始めとし、原始、古代・

中世、近世の4編により分かりやすく

読みやすい構成になっていますので、

ぜひ一家に1冊お備えください。

　価格は、来年3月に発行予定の通史
編下巻とのセット購入では6，000円。1

冊の場合は3，500円です。申し込みは

公民館内、村史編さん室費63－2080へ。

ただ今 工　事　名 場　所 工事費 業　　者 完了予定日

村道荒屋田沢線舗装維持修繕 干　溝 590万円 福田道路㈱ 11月22日

※工事費100万円以上の建設工事です。（暫～％入札分）

今月の納税と振替日

　　　　　　　　　（振替日）
■固定資産税　　（4期分）11月30日

■国民健康保険税（11月分）11月30日

■国民年金保険料（11月分）11月25日

■保育料　　　　（11月分）11月25日

■水道料　　　（4期分）11月25日

11 広報くド　◎、マ　ご　　昭和63年11月10日

き 擁灘繊鍵鑛麟灘灘鑛蒙．． 磯。灘麟勲雛鍛轍
アル中で困っていませんか

　　　　　酒害相談所
　家族がアル中で困っていませんか。

家族の中で昼間から酒を飲む、酒を飲

むと暴れるなどの症状がありましたら

下記の相談所においでください。

★日時　12月6日（幻　午後1時30分～

★場所　老人福祉センター

　※相談は無料です。

勤労者のみなさんへ

　働新潟県労働者信用基金協会の保障

により、労働金庫から融資が受けられ

ます。●勤労者及ぴ自営業者（従業員

5人以下）

★融資の種類
　〔無担保〕、

年末調整説明会の
　　ご　案　内

　十日町税務署では、昭和63年分年末

調整説明会を開催します。年末調整の

ために必要な説明書および諸用紙など

は、当日会場でお渡ししますので、徴

収義務者の方々は、ぜひともご出席く

ださい。

★日時　11月24日㈱午後2時～

★場所　総合センター

f
繊 ∵類 瓶資籔 漿葡 金　利

暮らしのローン 100万円以内 5年以内 年9．80％

教育ローン 200万円以内 10年以内 年8．00％

災害ローン 100万円以内 10年以内 年6．80％

　〔不動産担保〕

種　　類　　　融資額　　期　　閣　趨窯金報聖変錆金秘型

住宅ローン　3・ooo万円30年以内年9：壽勇年5．45％

孟衛歪塑夢　　’　　　30年以内　　7：65％年6．45％

災害住宅ローン　’以内　　30年以内　　6：40％年5，20％

★詳しくは、下記に問い合せください。

　労働金庫十日町支店雪57－8300

　働新潟県労働者信用基金協会

　　　　　　雪（025〉223－1386

事業主のみなさんへ

　事業主のみなさん、労働保険の加入

はお済みですか。労働保険は、労働者

の生活の安定を図るためのもので、労

働者を1人以上雇用している事業主は

全て加入することを義務づけられてい

ます。　（ただし、農林水産業の一部は

除かれます。）お近くの事業主団体で作

っている「労働保険事務組合」でも手

続きがとれますので、早目に加入手続

きを済まされるようお願いします。

※労働保険適用促進月間10月1日～31日

　　　　　十日町公共職業安定所

★11月25日働

★11月29日（火》

午後1時～4時
荒屋の全部、山崎の一部

午後1時～4時
清田山、田代の全部

薯灘う團夢
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善意をありがとう

★香典返し

　小原　樋口和一さん　50，000円

　山崎　渡辺利弘さん　50，000円

★古切手寄付　中里中学校　48，132枚

　　　　　倉下子供会　　1，000枚

　　　　　土倉子供会　　1，000枚

齢
磯
麟
曇
難
藤
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
鍋
な
ど
　
文
化
と
い
う
言
葉
力

　
十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
。
昭
　
　
は
ん
ら
ん
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
実

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
の
　
　
そ
し
て
、
最
近
は
第
三
の
文
化

こ
の
日
に
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
　
　
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

日
本
が
戦
争
放
棄
宣
言
を
し
た
の
　
　
ず
明
治
維
新
の
文
明
開
化
、
次
に

を
記
念
し
て
、
平
和
へ
の
意
思
を
　
　
戦
後
の
文
化
国
家
建
設
、
そ
し
て
、

基
礎
と
し
た
文
化
を
す
ず
め
る
た
　
　
い
ま
は
経
済
優
先
か
ら
文
化
優
先

誉
齢
纏
雛
課
秘
助
纏

胴
鯖
脇
慶
瞬
鰐
の
　
齢
婆
鰻
誰
前
壁

文
明
開
化
が
始
ま
っ
た
の
に
　
匿
　
　
　
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
で
す
。

雛
畑
穆
．
る
毅
麹
轄
鴛

舞
難
鑓
笏
縫
縫
鮒
姪

国
民
体
育
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
　
　
め
に
、
十
一
月
を
「
ゆ
と
り
創
造

ほ
か
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
　
　
月
間
」
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

が
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
文
化
と
は
何
か
と
　
　
　
こ
の
期
間
に
全
国
縦
断
ゆ
と
り

聞
か
れ
る
と
む
ず
か
し
い
の
で
す
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
主
要
都
市
で
開

が
、
こ
の
言
葉
は
な
ん
と
な
く
快
　
　
催
さ
れ
ま
す
。

「気をつけて」

　朝の一言忘れずに

　10月21日から11月20日までの1

カ月間夕暮れ時の交通事故防止運

動を実施しています。ドライバー

はライトを早めにつけ速度を控え、

歩行者は明るい服装を身につけて

交通事故をなくしましょう。

●飲酒運転検挙者数12人

●無免許運転違反　　4人

●事故発生件数 11件

●死亡事故ゼロ　　326日

（10月末累計）

　村史編さん室では、倉俣のへっ

っりが開けた時に建てられた石碑

の写真を探しています。

　お持ちの方はぜひご連絡くださ

るようお願いいたします。

　　　　　　　a63－2080

10

O
、
、
、


